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松本市、塩尻市、山形村、安曇野市、大町市、

池田町、生坂村をホームタウンとするJ1リーグ加

盟の「松本山雅FC」の運営会社。農業や健康

教室、サッカー教室、運動会や地域活動の参加

などさまざまなホームタウン活動も展開。

クラブが保有するデータを調べて分析し、ターゲットを絞ってソリューション

を考え、効果の検証に取り組んでいる段階です。サポーターのメイン層で

ある40代の高齢化を見据えた取り組みや、現在のシニア層に向けたイベン
トなども企画。また、社長の声を一人ひとりに伝え、意見を吸い上げながらフォ

ローすることで話しやすい雰囲気を社内につくり、部署間の連携を図ってい

ます。加えて、ホームタウン活動や地域イベントへの積極的な参加で人脈

を広げ、情報収集から今後のクラブの方向性を見出しています。

松本山雅が地域の人々の生活の一部になっていること

や、地域の象徴や誇りであることは、地域の人たちが支

えたクラブチームの成り立ちからの積み重ねによるもの

で、地域と一緒に歩んできたクラブチームという認識はこ

れからも変わってはいけないものだと感じています。それ

をベースに、今後、さらなる地域密着や地域貢献を踏ま

えてサッカークラブやスポーツの枠から広げ、より地域の

人々の魂になるような事業展開もしていくべきかを模索し

ている段階です。そのためにも、現時点では私に与えら

れているマーケティングの強化とチームビルディングとい

うミッションを社内でコミュニケーションを図りながら進め、

未来シナリオという長期的視点からのプランニングに少し

でも方向性を示せるよう、松本山雅の展望を定めていく

ことが今後のめざす姿です。

マーケティングの仕組みの体系化・
CRM活用の活性化、
現在および未来のターゲットや
方向性の軸の明確化、社内の部署間の
連携強化・共通認識をもって推進する
仕組みづくり（チームビルディング）

　　未来
ビジョン

近 い
将 来 の

社内外でコミュニケーションを図り、今後
さらにクラブが地域に貢献するための新た
な仕組みやアプローチを考えています。
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らです。話を聞くと、NTTのパッケージ提案ではなく、

想像以上に当社に踏み込んだ提案をしてくれまし

た。その後、実は薄隅さんがNTTを退社しスポー

ツビジネスの世界に飛び込みたいと考えている話

を聞き、改めてリサーチ・フェローとして面談をし

たところ、当社に足りないところと彼がスポーツビ

ジネスで歩みたい道が重なったため、迎える流れと

なりました。

　当社はここ数年、社員を増やし分業化を進めて

きましたが、ワンフロアで働くにも関わらず、社員が

多くなった分、意思疎通が図りづらい状況でもあり

ました。積極的に声をかける人がいないとコミュニ

ケーションが促進されないと考えていたなかで、薄

隅さんは社内の飲み会などオンとオフをうまく使い

分けながら、仲間づくりや社員の横並びの関係性を

築いてくれています。おかげで社内が明るくなり、「こ

れをやりたい」というチャレンジの風土が少しずつ育

まれています。ただ、リーダーとしては苦言を呈さな

ければいけない場面もあるなかで、どうしてもよくな

いことは改善しろと言わなければいけない私の立場

を彼がサポートしてくれると、私自身はもっとクラブ

の先を見据えた仕事に目を向けられます。今後は上

下関係なくたくさんの社員を巻き込みながら、一体

感のある経営のために尽力してくれることを期待し

ています。特に今は2019シーズンのホームゲームの

集客施策といったマーケティングの方向性を3月ま

でに決める時期。そこで薄隅さんのキャラを生かし

て社内外で意見を出し合い、キャッチーなフレーズも

使いながらコンセプトを作ることに期待しています。

　私たちは松本市周辺をホームタウンとするJ1リー

グのサッカークラブ・松本山雅の運営と合わせ、

育成組織のサッカークラブ運営や、サッカー以外

の活動を地域で展開するホームタウン活動にも取

り組み、地域の活力になるような事業をめざしてい

ます。そんな当社は、私も含め松本山雅の元選

手も働くものの、意外とワイワイと楽しむ体育会系

要素が薄い状況で、もう少しクラブのスローガン

である “One Soul” を体現できる雰囲気をつくって

いきたいと思っていました。そうしたなかで今回の

プログラムのマッチングを担う日本人材機構の担

当者から薄隅さんを紹介され、NTTで培ったICTソ

リューションによる経営課題解決の経験と、長年ア

メフトをやっていたキャラクターにより社内の風土を

さらに高めてくれる骨太感に期待感をもちました。

というのも、実はかつて一度、薄隅さんとはお会い

したことがあったのです。当社はCRM（ 顧客管理シ

ステム）の活用法でも悩んでいたことから、日本人

材機構の担当者より、当時NTTで働いていた薄

隅さんを法人営業担当としてご紹介いただいたか

　また、4月以降は薄隅さんにチケット担当の部署

をお任せする予定です。そこで今後は前職で培っ

たノウハウを業務に落とし込んでもらい、当社の事

業を広げていきたいと思っています。J1に昇格した

ことで地域の影響力も確実に変わりますし、これ

からさらにやるべきことが増えるチャンス。一方で、

地域の楽しみや賑わいの創出が松本山雅の成り

立ちの原点で、J1のクラブでも本質は変えてはな

らず、さらなる地域貢献を事業として考えています。

強いクラブであるだけでは浮き沈みもして経営も安

定しません。当クラブの存在意義を今まさに色濃く

出し、地域とともにどうあるべきか考え、地域で共

有する機会にしたいと考えています。非常によいタ

イミングで人材補強ができたので、経営にも生か

し突き進みたい気持ちです。

　長野県民は非常に真面目で実直で温かい雰囲

気ですが、薄隅さんのように信州人とは少し異な

る明るい体育会系のキャラクターを各企業でしっか

り受け止めることで、いろいろな化学反応が見られ

るようになるでしょう。多くの企業がリサーチ・フェ

ローを受け入れることで、一緒に長野県を活力あ

る地域にしていきたいと考えています。

　当初はもともとCRMの営業をしていたこともあ

り、クラブの保有しているデータの活用と顧客獲

得というマーケティングが私に与えられたミッション

でした。そこで既存のデータを1から調べて分析し、

大学の統計学のフォローも受けつつ、ターゲット

を絞ってソリューションを考え、効果の検証に取

り組んでいます。今、クラブの一番の支えは40

代の層ですが、彼らが高齢化しても元気よくスタ

ジアムに足を運んでもらうために、松本山雅を通

して元気になってもらえる事業が今後必要ではな

いかと社長には話しています。実際にCRMの活

用でシニア層に配慮したイベントも考えましたし、

今後はキャッシュレスなどITを使ってファンの利便

性を高めたり、付加価値を提供できるものを考え

ていけたら面白いと思っています。

　一方で、もう一人のリサーチ・フェローである

星野さんとも連携を図り、部署間の横串を刺すこ

とは意識しています。そして、社長の声を一人ひ

とりに伝え、意見を吸い上げながらフォローするこ

とで話しやすい雰囲気を社内につくり、全員が同

じ方向に向かうチームビルディングも心がけていま

す。その結果、より社内で具体的に方向性を共

有できるようになりつつあり、やりがいを感じてい

ます。

　実は松本に来る前は、縁もゆかりもない地方

都市でNTTという看板を下ろした自分が勝負して

いかなければいけないことや、ほかのリサーチ・フェ

ローと違ってコンサルや起業の実績がなく営業経

験しかなかったことに不安を感じていました。しか

し、この地域独特の気風なのか、最初は仕事ベー

スの付き合いをしようと思っていたものの、きちん

と話をし、同じ目線で汗を流して同じ飯を食うこと

　NTTで9年間、法人営業を担当し、最後の2

年間は大阪でスポーツチームの営業担当のなか

でもJリーグのクラブチームの活性化をミッションと

していました。そして、当初はCRMの活用法の営

業担当として松本山雅に関わっていたのですが、

試合にご招待いただいたり社長と話をするうちに、

満員のスタジアムで老若男女が一生懸命に応援

する独特のサポーター層や、市民クラブとして地

域住民に支えられ今も一緒に歩んでいる歴史など

を知り、市民にとって生活の一部になっているク

ラブの魅力を実感しました。これはもっと発展でき

る。そう可能性を感じたなかで、私自身、もとも

とスポーツビジネスに携わりたい思いはずっともっ

ていたことから、ITでしか関われない限りあるNTT

の仕事を辞め、松本山雅に入ってサポーターと

Face to Faceの付き合いから学びたいと思った

のです。そうしたなかで、今回のプログラムのリ

サーチ・フェローとして私より1カ月前に参画した

星野さんの活躍もあり、社長がもう一人リサーチ・

フェローを探していると聞き、このクラブに貢献し

て地域を活性化させたい思いで応募しました。

で信頼関係が構築されたと実感しています。そう

したなかで社員の皆さんと話すと驚くほどクラブへ

の思いが強く、やりたいことも考えていることから、

今後は社員の声をもっと引き上げて横の連携を

強化し、社長に対してもより提言していくことが課

題です。同時に、生活の拠点を松本に移したこ

ともあって人の温かさを実感しており、サポーター

から声をかけられる機会も多くなったことは嬉しく

感じています。

　今は営業担当やホームタウン活動担当に同行

し、集まった行政関係者や地域の方、サポーター

の方々にインタビューをして意見を聞いたり、新

たな人脈を広げるためにもゴミ拾いなど地域コミュ

ニティーの活動に積極的に参加し、交流しながら

松本山雅への思いを聞いて今後の方向性のヒン

トにしています。この自由度の高さこそが、今回

のプログラムの魅力。自分が思うところにアプロー

チできるよさを感じています。

　4月以降は社員として内定しています。経営戦

略立案に長けたほかのリサーチ・フェローの方々

との交流から学んだことや大学で勉強したナレッ

ジを、今後も活用していけたらと考えています。

ICTソリューションの経営課題解決力と
士気を高める体育会系キャラに期待

社内の明るさと横並びの関係を構築
今後はさらなるリーダーシップに期待

長野県民とは異なるユニークな個性の
リサーチ・フェローの受け入れで
地域をもっと元気に

前職の営業から松本山雅の魅力を実感
クラブと地域に貢献したい思いで応募

CRMや ITから考えるクラブの未来と
社内の横連携や一体感の創出

人脈を広げてクラブの方向性を見出し
今後は経験を生かし正社員として活躍

同じ目線で働くことで信頼関係を構築
今後はさらなる社内の連携強化が課題
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了
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